















Trial Kanji Vocabulary Test Using Sound for
Intermediate and Advanced Level Japanese Language Learners:
 to develope the advanced level diagnostic test of kanji ability
                                    　 KANO Chieko, WEI Na
【Abstract】From the results of the web-based diagnostic tests of kanji ability for 
intermediate level Japanese language learners we conducted in 2013, test questions 
concerning kanji vocabulary usages and auditory processing were found to be difﬁcult 
for both learners with and without kanji backgrounds.  In this paper, the authors 
report the results of trial kanji vocabulary tests using sound, which were conducted 
in different levels of kanji classes (Kanji 8, Kanji 6, and Kanji 6 for short-term 
exchange students) during the spring semester of 2016 at the Center for Education of 
Global Communication (CEGLOC), the University of Tsukuba.  The authors analyze 
and discuss on the results and examine the possibility of using this type of test for 
accessing the kanji ability of advanced level Japanese language learners. 
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of Japanese; http://ttbj.jp）の一部として公開されている（加納・魏 2014）。





そこで本稿では、2013 年 2 月～３月に国内の漢字圏・非漢字圏学習者に実施した中










発表という２つの言語運用モードに分けた上で、それぞれを (1) 語の形式的知識、(2) 語
の意味に関わる知識、(3) 語の用法的知識の３つに分け、さらに各知識を以下の a、b、c
のように分類している。
(1) 語の形式的知識：a. 発音、b. 綴り、c. 品詞
(2) 語の意味に関わる知識：a. 形態と意味、b. 概念と意味、c. 連想






(1) 漢字の形式的知識：a. 読み、b. 字形、c. 品詞
(2) 漢字の意味に関わる知識：a. 形態と意味、b. 概念と意味、c. 連想
(3) 漢字の用法的知識：a. 文法的機能、b. 意味的共起性、c. 使用上の制約
従来の漢字の読み書きテストは、(1) の a と b および (2) の a の知識の連合ができてい
るかどうかを見ることに重点が置かれていた。しかし、漢字語彙を日本語の中で適切に





































調査対象：非漢字圏　22 名 （内訳：ロシア語母語話者 4 名、タイ語 3 名、カ
ザフ語 2名、ポルトガル語 2名、シンハラ語 2名、
マレー語2名、リトアニア語1名、スペイン語1名、
ラオス語 1名、ミャンマー語 1名、その他 3名）
 韓国　　　10 名
 漢字圏　　84 名
 合計　　 116 名
 調査内容：中級漢字力診断テスト
調査２：









中級以上の学習者の結果を分析対象とするため、同時に行った漢字 SPOT50 テスト 4 の
正答率が 50％以上だった者のみを選んだ結果、上記の人数となった。
３. １　調査１と調査２における漢字 SPOT テストの結果
調査１の調査協力者 116 名および調査２の調査協力者 81 名に対して、漢字語彙の運






図 1 は、調査１の協力者 116 名を出身属性によって非漢字圏、韓国、漢字圏の３グ
ループに分け、それぞれのグループで漢字 SPOT50 の正答率が「100% ～ 90%」、「89%
～ 80%」、「79% ～ 70%」、「69% ～ 60%」、「59％以下」であった者の人数のパーセン
テージを横棒グラフで示したものである。図１の分布をみると、非漢字圏学習者では漢
字 SPOT50 の得点が 70％台に最も多く集まっているのに対して、韓国と漢字圏の学習
者では 90％以上の者が最も多く、天井効果を生じていた可能性がある。116 名の漢字
SPOT50 の平均正答率は、非漢字圏が 73％、韓国が 90％、漢字圏が 87％であった。
調査２の調査協力者 81 名（メキシコ 38 名、韓国 43 名）に実施した同じ漢字
SPOT50 の結果を横棒グラフで示したのが図２である。図２の分布をみると、メキシコ
では漢字 SPOT50 の得点が 59% 以下に最も多く集まっており、韓国でも 60％台が最も
多かった。海外の調査協力者の漢字 SPOT50 の平均正答率は、メキシコが 57％、韓国
が 71％と、国内の調査協力者に比べると全体に低かったことがわかる。
図１　調査１：国内協力者（116 名）の漢字 SPOT テスト結果










































非漢字圏 22 名 9.2 9.4 9.5 7.7 9.9 7.5 8.6 9.1 9.4 9.9 7.4
韓　国　10 名 9.8 9.7 9.9 7.8 9.9 8.4 9 8.9 8.8 10 8.2






















































メキシコ	38 名 6.2 7.5 9.2 5.7 9.6 6.7 7.5 7.7 5.6 9.4 5.1























































中級後半の漢字クラスにおける使用教材は、凡人社の『Intermediate Kanji Book 
vol.1』（以下、IKB １）の第 6 課～第 10 課である。学習する課の番号が上級のクラス
（補講漢字８）と偶然同じになっているが、こちらのテキストは中級段階における漢字語
彙学習上の要点に基づいた課立てとなっている。今回、授業期間の後半に小テストに併
せて作成、実施した漢字音声テストは、8 課（漢字の音訓）と 9 課（同訓語）であった。
期末テスト時に実施した漢字音声テストの問題は、各課の漢字音声テストと重なってい
るため、今回の分析対象とはしない。





済）、9課（金融）、10 課（歴史）という５課であった。こちらは IKB1 とは異なるトピッ














３のように中級者 26 名、上級者 9名、合計 35 名を分析対象とした。
表３　調査協力クラスの受講者数内訳










合　計 16 名 19 名 35 名
非漢字圏 16 名の内訳は、ロシア 6 名、ドイツ 3 名、ウクライナ 2 名、メキシコ 2 名、
ブルガリア 1 名、クロアチア 1 名、カザフスタン 1 名であった。漢字圏 19 名の内訳は、
中国 13 名、台湾 5名、香港 1名であった。
４. ２　中級後半レベルの漢字音声テスト
中級後半の漢字クラスでは、使用教材 IKB １の 8 課と 9 課の学習漢字語彙を使って、




















  　選択肢：　a. 負傷　　b. 不精　　c. 不詳　　d. 負症
 ８-6 ♪問題文：面接官にシボウの理由を聞かれた。
  ♪　質問：何の理由を聞かれましたか。
  　選択肢：　a. 志望　　b. 死亡　　c. 司法　　d. 希望
 ８-10 ♪問題文：初めて会ったときのインショウをたずねた。
  ♪　質問：何をたずねたのですか。
  　選択肢：　a. 印象　　b. 印像　　c. 引率　　d. 印章
問題・正答 選択肢b 選択肢c 選択肢d 全体 漢字圏 非 全体 漢字圏 非 全体 漢字圏 非 全体 漢字圏 非
8‑1.  素質 要素 素養 質素 96% 93% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 4% 7% 0%
8‑2.  負傷 不詳 不精 負症 84% 100% 66% 0% 0% 0% 8% 0% 17% 8% 0% 17%
8‑3.  著名 署名 長明 照明 69% 72% 66% 19% 21% 17% 0% 0% 0% 12% 7% 17%
8‑4.  信頼 信用 心労 心療 96% 93% 100% 4% 7% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
横領 横行 汚辱 80% 79% 83% 12% 7% 17% 8% 14% 0% 0% 0% 0%
8‑6.  志望 死亡 司法 希望 65% 86% 42% 27% 0% 58% 0% 0% 0% 8% 14% 0%
8‑7.  神経 信仰 心系 真剣 61% 29% 100% 8% 14% 0% 4% 7% 0% 27% 50% 0%
8‑8.  優秀 有能 有終 優等 92% 100% 83% 0% 0% 0% 8% 0% 17% 0% 0% 0%
8‑9.  盛会 盛大 精界 精解 61% 64% 58% 31% 36% 26% 4% 0% 8% 4% 0% 8%
8‑10 . 印象 印像 引率 印章 85% 100% 67% 15% 0% 33% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
正答率 選択肢b 選択肢c 選択肢d
 
8‑5.  汚職









  　選択肢：　a. 神経　　b. 信仰　　c. 心系　　d. 真剣
































表５で漢字圏の 14 名と非漢字圏の 12 名の正答率をみると、両者にとって難しかった
問題は、9 -3「弾圧」（漢字圏 71％、非漢字圏 83％）のみである。
 ９-3 ♪問題文：宗教的にダンアツを受けた人々を救う必要がある。
  ♪　質問：宗教的に何を受けた人々を救うのですか。








  　選択肢：　a. 観測　　b. 完測　　c. 完察　　d. 観察
漢字圏の誤答は「観察」（21％）であり、発音より意味で選んでいたと考えられる。
非漢字圏学習者にとっては、９-4「改革」（非漢字圏の正答率 58％）の問題が難しい
問題・正答 選択肢b 選択肢c 選択肢d 全体 漢字圏 非 全体 漢字圏 非 全体 漢字圏 非 全体 漢字圏 非
9‑1.  登場 途場 途上 登上 88% 86% 92% 4% 0% 8% 8% 14% 0% 0% 0% 0%
9‑2.  観測 完測 完察 観察 88% 79% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 12% 21% 0%
9‑3.  弾圧 団圧 単圧 端圧 77% 71% 83% 8% 0% 17% 0% 0% 0% 15% 29% 0%
9‑4.  改革 開画 開発 改良 77% 93% 58% 0% 0% 0% 12% 0% 25% 8% 7% 8%
説得 能得 難得 96% 93% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 4% 7% 0%
9‑6.  贈答 相当 増当 送答 100% 100% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
9‑7.  勤務 通勤 常勤 専務 96% 100% 92% 4% 0% 8% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
9‑8.  混雑 困難 乱雑 混乱 88% 93% 83% 0% 0% 8% 4% 0% 8% 4% 7% 0%
9‑9.  組織 総織 知識 相識 88% 93% 83% 4% 7% 0% 4% 0% 8% 4% 0% 8%
9‑10 . 目撃 黙撃 猛撃 眼撃 100% 100% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
正答率 選択肢b 選択肢c 選択肢d
 
9‑5.  納得




















上級漢字クラスでも、９名の受講生に対して、使用教材『Intermediate Kanji Book 
vol.2』（凡人社）の 8 課（経済）と 9 課（金融）の学習漢字語彙を使って、音声を利用
した漢字語彙テストを各課 10 問（10 点満点）作成し、各課の小テスト（30 点満点）と
ともに実施した。その結果を以下の表６に示す。
問題・正答 選択肢b 選択肢c 選択肢d 全体 漢字圏 非 全体 漢字圏 非 全体 漢字圏 非 全体 漢字圏 非
8‑1.  安易 安意 容易 容意 100% 100% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
8‑2.  破滅 破裂 破綻 破壊 100% 100% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
8‑3.  負債 不債 不財 負財 100% 100% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
8‑4.  混迷 混乱 根迷 根乱 100% 100% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
8‑5.  処分 処方 処置 処分 100% 100% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
8‑6.  抑制 抑止 抑留 抑圧 100% 100% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
8‑7.  停滞 低滞 渋滞 沈滞 67% 50% 80% 33% 50% 20% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
8‑8.  過労 勤労 疲労 徒労 89% 75% 100% 0% 0% 0% 11% 24% 0% 0% 0% 0%
8‑9.  光景 風景 背景 後景 78% 75% 80% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 22% 25% 11%
8‑10 . 融資 融姿 雄姿 雄資 100% 100% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
9‑1.  蓄積 貯蓄 備蓄 蓄績 89% 100% 75% 0% 100% 0% 0% 100% 0% 11% 100% 25%
9‑2.  差別 細別 区別 再別 89% 100% 75% 11% 100% 25% 0% 100% 0% 0% 100% 0%
9‑3.  監視 監督 関心 管理 100% 100% 100% 0% 100% 0% 0% 100% 0% 0% 100% 0%
9‑4.  兆候 調光 予兆 前兆 100% 100% 100% 0% 100% 0% 0% 100% 0% 0% 100% 0%
9‑5.  締結 提結 定決 停決 89% 100% 75% 0% 100% 0% 11% 100% 25% 0% 100% 0%
9‑6.  破損 損壊 損失 破壊 100% 100% 100% 0% 100% 0% 0% 100% 0% 0% 100% 0%
9‑7.  消息 生滅 生息 消滅 89% 100% 75% 0% 100% 0% 0% 100% 0% 11% 100% 25%
9‑8.  献身 検診 貢献 功検 100% 100% 100% 0% 100% 0% 4% 100% 0% 0% 100% 0%
9‑9.  貯蔵 備蓄 微増 貯蓄 100% 100% 100% 0% 100% 0% 4% 100% 0% 0% 100% 0%
















  　選択肢：　a. 停滞　　b. 低滞　　c. 渋滞　　d. 沈滞
 ８-9 ♪問題文：窓の外に広がっているコウケイに目を奪われた。
  ♪　質問：何に目を奪われたのですか。






















































－ 62 － － 63 －
中上級学習者のための音声を利用した漢字語彙テストの試み
2003）、WEB 版テストとして改訂されて（加納 2008）、現在は TTBJ ( 筑波日本語
テスト集 ) の中で公開されている。詳しくは、加納・魏（2014）、村上ほか（2013）、
酒井・加納・小林（2015）を参照のこと。
2. 漢字力診断テストは、2013 年 2 月～３月に日本国内の学習者を対象に実施された
Can-do statements 調査、および 2013 年 6 月～ 10 月に海外の学習者を対象に実施
されたCan-do statements調査と併せて、初級用と中級用が実施されたものであるが、
過去に発表された論文では Can-do statements 調査の分析が中心であり、中級漢字
力診断テストの結果についての分析・考察は本論文が初めてである。
3. 調査１と同時に実施された Can-do statements 調査の結果については加納（2014）に、
調査２と同時に実施された Can-do statements 調査の結果については加納・魏（2015）
に報告されている。また、両調査においては、調査協力者の日本語の漢字語彙運用力
をみるために WEB 版漢字 SPOT50 も同時に実施された。調査１では、調査協力者
は初級と中級の２つのテストを同時期に受験したが、本稿で分析対象としたのは中級
漢字力診断テストの結果のみである。また、調査２では、海外の学習者の受験負担を




4. 漢字 SPOT テストとは、自然な速度で読み上げられる音声を聞きながら、与えられ
た文中の漢字語彙の部分の空欄に、漢字を１字選択して入れるという形式のテストで
ある。小林らにより開発された SPOT テストの形式を利用して、漢字語彙の運用力
を測るテストとして開発された（加納 2009）。現在、TTBJ ( 筑波日本語テスト集 )
の中で漢字 SPOT50 という 50 問からなるテストが公開されている。
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